
I'MPOSSIBLE
目的１．大学生にパラス͝ーツを知ってもらいたい

目的２．2028年長野県全国障害者ス͝ーツ大会へ意識付け

21E1707C_谷林徹平　21E1810K_松﨑大晟　22E1812K_和田稜平

〈内容（実施時期）〉
1．障害のある人の擬似的体験（9～11月）
2．スポーツ大会の実施（9～11月）
3．”身の回りの障害”をテーマにした対話（8月 オンラインor対面）
4．パラスポーツやUDに関しての学内インタビューやポスター掲示（通年）
5．SNS等での情報発信（通年）



番号
優先順位 品名 内容・規格 数量 金額（円）

1 A3用紙 ポスター製作に使用・500枚入り 1 1,932

2 ボッチャボールセット スポーツ大会で使用 2セット 37,260

3 ブラインドサッカーボール スポーツ大会で使用 4つ 25,960

4 伴走ロープ 擬似的体験とスポーツ大会で使用 4本 10,820

5 アイマスク 擬似的体験とスポーツ大会で使用 10個 4,650

6 交通費 バスケ用車いすの運搬（長野-松本間） 2往復分 4,000

7 印刷代 ポスター製作の際のカラー印刷費 30枚分 1,500

8 養生テープ スポーツ大会等でのコートラインに使用 3個 330

9 講師代 パラスポーツ選手への謝礼金 2回分 6,000

合計 92,452円

〈経費の詳細〉



事前質問への回答  
 

Q1．安全対策として保険等の加入は検討されていますか？ 

→加入を検討しています。 

Q2．障害のある人の疑似体験は年間計画ではどこで実施することになりますか？ 

→秋に行うスポーツ大会で実施します。 

Q3．パラスポーツ選手や団体との交流等の活動は考えられていますか？ 

→スポーツ大会や対話会で考えています。 

Q4．目的1．の達成をどのように検証・評価しますか？ 

→アンケート調査、インタビュー 

Q5．スポーツ大会の規模はどのように見込んでいますか？ 

→基本的には教育学部生中心の20名程度の大会で検討しています。 

Q6．車椅子を長野県障がい者スポーツ協会等から借用・入手できる見込みはありますか？ 

→見込みはありますが、協会の車椅子はベルトがなく、危険性が高まるため今回は避ける方針です。 

Q7．学部のみならず、一般の方を対象に参加を開くことは考えられますか？ 

→考えられます。ただし、今回は教育学部生への周知を目的としているため趣旨がずれてしまう可能性が

あります。 

 


